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6 一 聖 ク シア ー ン の 徳 


本 聖 ク シア ー ン の 徳 : 





の 7 タタ ラー ば こう 6 れれ まし た の 
アッ ラー は 最良 の 話 (クル アー ン ) を 下さ れ た 。 それは (その 章 旬 ) が 互い 
に よく 類似 し 繰り 返さ れる 秦 典 で ある 。 それは 主 を 長 れ る も の た ちの 皮膚 を 
震え 縮め 上 が ら せ 、 そ れ か ら 彼 ら の 皮 膚 と 心 を アッ ラー へ の 想念 へ と 和らげ 
容易 くさ せる 。 こ れこ そ が アッ ラー の お 導き で ある 。 か れ は お 望み の 者 を そ 
れ で も っ て 導 か れる が 、 か れ の 迷わ され た 者 に は も は や 何 も 導 くも の は な い 
の だ 。 四 (クル アー ン 39 : 23) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 軌 
実に この クル アー ン は 最も 正しい 道 へ と 導き 、 (それ に 沿っ て ) 善行 に 励む 
信仰 者 た ち に 多大 な 報奨 の 福音 を 伝え る の だ 。a (クル アー ン 17 : 9) 


人 @ クルアーン を 読み 、 そ れ に 則っ た 行い を する 者 の 衝 : 


アブ ー・ ム ふ ムー サー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 問 言 者 ( 彼 に 
アデ アッラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “クル アー ン を 読み 、 そ れ 
に 則っ て 行う 者 は シト ロン の よう で ある 。 そ の 風味 は 甘美 で 、 香 り も 衝 郁 た 
る も の で ある 。 ま た クル アー ン は 読ま な い が そ れ に 沿っ て 行う 者 は 、 ナ ツメ 
ヤシ の 実 の よう で ある 。 そ の 風味 は 甘美 だ が 、 香 り は な い 。 そ し て クル アー 
ン を 読む 備 信 者 と は バジ ル の よう で ある 。 そ の 香り は 甘美 で ある が 、 口 当 た 
り は 苦い 。 ま た クル アー ン を 読ま な い 偽 信者 は コロ シン トウ リ 
! の よう で ある 。 口 当たり は 苦く 、 あ る い は ひど く 悪 く 、 か つ 匂 いも 醸 悪 で あ 
る 。 (アル テー ヴ ハ ーー リー と ムスリム の 令 承 り 





























@ クル アー ン を 学び 、 教 える 者 の 衝 : 


ウス マー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 問 言 者 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 あ な た 方 の 内 最善 の 者 は 、 ク ル 
アー ン を 学び 、 教 える 者 で ある 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 


@ クル アー ン の 読 府 に 熟達 し た 者 の 徳 : 


ゲー イシ ャ ( 邊 太 に アッ ラー の こ ご 清 民 あ れ ) は 言い まし た ) ! ア ッ ラ シー の 
使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “クル アー ン の 
読 計 に 熟 達 し た 者 は 、 こ の 上 な く 徒 順 で 高貴 な 記録 者 た ち (天使 た ちの こと 
) と 共に ある 。 一 方 クル アー ン を や っ と の 思い で 頭 き な が ら 読 む 者 に は 、2 つ 
の 報 所 が ある 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 う 

















訳者 注 : ウリ 科 ス イカ 属 の 植物 。 そ の 果実 は スイ カ そ っ くり で す が 、 味 は 極め て 苦い と いわ れ ま す 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5059) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (797) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (5027) 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (4937) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (798) 。 文章 は ムスリム の も の 。 





よら to ご 


@ 集まっ て クル アー ン を 読む こと の 徳 : 





アジ ー・ ジ ライ ジ (後に アッ ラー の ご 満 憎 あれ ) は 言 いま し た : 「 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “- 中略 - 
・ そ し て 人 々 が モス ク に 集まっ て アッ ラー の 書 (クル アー ン の こと ) を 
読み 、 そ れ を 学び 合え ば 、 彼 ら の 間 に は 静寂 が 訪れ 、 慈 悲 に 包ま れ 、 ま た ア 
前 き 健 ない 。 学 し て 竹 め 
お いて 劣る 者 は 、 血 統 に よっ て それ を 償う こと が 出来 な い の で ある 。 」 
PD 




















@ クル アー ン と 常に 共に ある 者 の 徳 : 


アブ ー・ ム ー サ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 EE 
れ 。 私 の 魂 が その 御手 に 委ね られ て いる お 方 に か け て 。 そ れ は 縛り 綱 に つ な 
が れ た ラク ダ よ り も 素早 く 逃 げ 去 っ て し まう も の な の だ か ら 。」 (アル テ ブ 
ハー リー と ムスリム の 伝承 9 




















@⑯@ クル アデ アーン を 読ん だ り 聞 いた りす る 時 に 泣く こと の 徳 : 


デブ ドッ ジー バグ ブダ ジ シッ マス ウー ド ( 條 に アッ テー の ご こ 選 あれ ) は 言い まほ 
し た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 私 に こ う 言 いま し 
だ 3s (グル デー ジン を ) 生ん で くれ は 言い まし た だ ツタ ラー の 使徒 
よ 、 あ な た に 啓示 され た も の を あな た の 前 で 読 ゆ と いう の で すか ?" (預言 
者 は ) 言い まし た : “ああ 。 読 む の だ 。” それ で 私 は 女人 章 を 読み まし た が 
、 丁 
それ で (審判 の 日 ) われ ら (アッ ラー の こと ) が 全て の 民 に (アッ ラー の 御 
言葉 を 彼ら に 伝え た ) 証人 を 連れ て 来 た ら 、 そ し て あな た を 彼ら (不信 仰 者 
た ち ) へ の 証人 と し て 連れ て 来 た ら 、 (彼ら は 一 体 ) どう する つも り だ と い 
う の か ? 李 (クル アー ン 4 : 41) と いう 句 に 差し 掛か っ た 時 、 (預言 者 は ) 
“そこ まで で よい 。" と 言い まし た 。 顔 を 上 げ て 見 て みれ ば 、 彼 の 両目 か ら 
は 涙 が 溢れ 出 て いま し た 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 り 


























る 。 クル アデ アーン を ダグ ジー (礼拝 ) で 読む 者 の 徳 : 


アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 
言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 (これ ら ) 2 人 
の 者 以外 に 羨望 すべ き 者 た ちら はい な い : アッ ラー が クル アー ン を (その 記憶 
と 学識 に お いて ) 与え られ た 者 で 、 そ れ を 昼夜 通し て ゲラー (礼拝 ) の 中 で 
読む 者 と 、 ア ッ ラ ー が 財 を 与え られ た 者 で 、 そ れ を 昼夜 通し て 施す 者 で ある 
リク ルプ バ ハー リー とら スリ サム の 令 示 りり 








サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2699) 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5033) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (791) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ プ ブ ハー リー (5050) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (800) 。 文章 は アル テ ブ プ ハ ー リ ー の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (5025) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (815) 。 文章 は ムスリム の も の 。 


eo コ の m 


 ) クル アー ン を 美しく 朗 衣 す る こと の 徳 : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満 違 あれ ) に よれ ば 、 聞 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー は 、 預 言 者 が ク 
ルアー ン を 美しく 衣 府 する の を お 聞き に な られ る ほど 、 何 か を お 聞き に な ら 
れる こと は な い 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 り 














@ アル テン テー ディ スハ ( 開 端 ) 章 の 徳 : 


アブ ー・ サ イー ド ・ ブ ン ・ ア デル テ ム ア ッ ラー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ 
) は 言い まし た : 「・・・ 私 は 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 あ な た は 
| 必 ッ ル 守 ー ン の 中 で 最も 偉大 な 章 を あな た [ NN 
し た 。” ( 言 者 は ) 言い まし た : “ (それ は ) 何 度 も 繰り 返し 読ま れる 7 節 
で あり 、 私 が 授かり 受け た 偉大 な クル アー ン で ある と こ ろ の 「 万 入り ギア ッ 
ラー に こそ 全て の 賞賛 は あり 」 (つま り ア ル ニ テ ファー ティ ハバ 章 ) で ある 。 
] (アル テ ジ バ パーリ ー の 信 基 9 




















@ アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 遺言 





タル ハ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) ( 時 
の 2 の 2 0 の 日 D 言 を し まし た か ?” と 尋ね 
る と 、 ( 彼 は ) 昔 い まじ た “いや” 科 上 は 講 い まじ た 。 2 で で IE が ぜ 人 人 
々 に 遺言 が 課せ むら れ 、 そ うす る こと が 命じ られ た の で すか ? 彼 (自身 ) は そ 
うし な か っ た と いう の に 。” する と (クル ハ は ) 言い まし た : ” ( 枯 言 者 は 
) デッラ ー の 書 (クル アデ アーン) で や っ て 道 言 さ れ た の だ 。 "| (アル ー グ か 
ー リ ー と ムスリム の 伝承 




















⑱ クル アー ン 読 褒 の 徳 : 


1 ニア デ デ ー ウ マー マッ アル ラテ バー ヒ リ ー 人 邊 に アデ アッ ラー の ご 清 選 あれ) 
は 言い まし た : 「 私 は アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ 
) が こう 言う の を 聞き まし た : “クル アー ン を 読む の だ 。 それ は 審判 の 日 、 
クル アー ン の 徒 の と りな し と な る で あろ う 。 光 の 2 章 、 つ まり 雌牛 章 と イム ラ 
ー ン 家 章 を 読 ゆ の だ 。 そ れ ら は 審判 の 日 、 そ の 者 を 護る た め 、2 つ の 雲 、 あ る 
い は 2 つの 影 、 あ る い は 糞 を 広げ て 羽ばたく 鳥 の 2 集団 の よう に し て や っ て 来 
よう 。 雌 牛 章 を 読 ゆ の だ 。 そ れ と 共に ある こと は 祝福 で あり 、 そ れ を 放棄 す 
る こと は 後悔 で あり 、 魔 術 師 は それ に 太刀 打ち 出来 な い の だ か ら 。” 」 ( ム 
スリ ム の 伝承 











2 ワー デジ ーッ ・ ン ライ ラ (後に アッ テラー の ご 満悦 あれ ) 付 言 いま し た ょ リリ デ 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “家族 
の も と に 帰っ た 時 、 子 を 区 ん で 大 きく 肥え た 3 頭 の 雌 ラ クダ を 見 つけ た ら 嬉 し く は な 
いか ?” 私 た ち は 言 いま し た : “は い 。” する と (預言 者 は ) 言い まし た : “ 





9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5024) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (792) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

0 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5006) 。 

1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5022) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1634) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (804) 。 


ダテ ジー (礼拝 ) の 中 で 読む クル アー ン の 3 節 の 方 が 、 子 を 区 ん で 大 きく 肥え た 
肉 ラ クダ より も 優れ て いる の だ 。” 」 (ムスリム の 伝承 


3 一 アプ ドッ ラー・ プ ブン ・ ア ムル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い ま 
し た : “クル アー ン に 従事 する 者 は (審判 の 日 ) 、 こ う 言 われ る : 「 (クル 
アー ン を ) 読み 、 (それ で も っ て ) 高き (位階 ) に 到達 し 、 現 世 で そう し て 
いた よう に ゆっ くり と 朗 詩 する の だ 。 (この 日 ) あな た の 居場所 は 、 あ な た 
が 最後 に 読ん だ (クル アー ン の ) 節 (の 数 次 第 ) で 決ま る の で ある 。」「"」 
(アッ テニ ティ ルミ ズィー と アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 ゆ 











3 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (802) 。 
14 
良好 か つつ 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2914) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2379 


) 、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1464) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1300) 文章 は アブ ー・ ダ ー 
ウー ド の も の 。 


